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総合的評価で⾒えてきた問題点 問題点を改善するための取り組み（提⾔） 具体的な取り組み（提⾔） 

・市⺠から得た意⾒を課題の検討・解決にど

の様に⽣かしたのかをフィードバックし、更

なる意⾒を得る努⼒が不⾜している。 

・パブリックコメントの実効性が低い要因と

して、情報に辿り着けないということがあ

る。 

・市⺠の意⾒→委員会等での検討→市⺠への結果

の提⽰→提⽰結果に関する市⺠意⾒再公募→委

員会での再検討のサイクルを実⾏する。 

・市⺠が市⺠参加の情報（審議会委員募集、パブ

リックコメント募集等）に（提⾔１）容易に辿り

着けるような HP のつくりにする。 

・現在のパブリックコメント⽅式を１回の結果報告で終了とせず、結果への更なる意⾒を求める⽅

式に変更する。 

・HP の構成を変更する。 

 

・総合評価が１６年間⾏われて来ているが、

担当事業課の調査票やヒアリングからは、①

担当事業課の市⺠参加という視点での⽅針、

②過去の提⾔をどう⽣かしたか、③良かった

点、改善点、課題などが⾒えなかった。 

・総合評価に基づき答申される提⾔が活かされる

仕組み作りと組織⾵⼟の醸成。  

・担当事業課職員が、市⺠活動推進会議からの提⾔に基づく、市⺠参加の視点での、①取組⽅針の

内容、②実施したこと、③実施結果（良かった点・改善すべき点）を、毎年市⺠参加推進会議に

おいて説明・報告する。 

・毎年、取組計画、実⾏、評価、改善⾏動というＰＤＣＡサイクルで回して⾏く。 

・16 年間の市⺠参加に係る積み重ねがある

にも拘わらず、担当事業課の市⺠参加に対す

る意識や取組内容に差異があるため、全ての

事業が「良好」という総合評価に繋がってい

ない。 

・担当事業課が②市⺠参加の必要性を理解し、市

⺠参加の質・量を上げるために取り組むべき具

体的内容・⽅法等を盛り込んだ、指針となるべ

き①職員⽤のためのガイドブックを作成し、活

⽤する。 

 

 

・事業担当課（数名）と市⺠活動⽀援課の事務局がプロジェクトを⽴ち上げ、協働して作成する。

・作成期間は半年以内。 

・作成後、職員（管理職・⼀般職員・臨時職員向け）に対する研修を⾏う。 

・研修⽅法は、座学だけでなく、参加型・グループワークを⽤いて⾏う。最後に、理解度を問う確

認テストを⾏う。 

・専⾨家の指導を検討する。 

・研修後にアンケート調査を⾏い、次回研修に活かす。 

・公募委員の募集、パブリックコメント、情

報発信など、職員の考え⽅、意識を変えて、

そのやり⽅を⾒直していく必要がある。 

・①②③職員の意識改⾰ ・市⺠参加に関する職員研修の充実。 

・庁内（職員間）で答申書や、市⺠参加の⽅法、事例について情報共有できる⽅法を模索。 

・庁内（職員）のプロジェクトチームで市⺠参加、協働のガイドラインをつくる。 

・市⺠参加について職員が創意⼯夫できる素

地が整っていない。 

・②⾏政職員の意識改⾰が必要である。 

・③グッドプラクティスを共有する仕組みが必要

である。 

・職員研修にロールプレイなどの⼿法を取り⼊れ、市⺠参加の⼿法を考える上でのポイントを理解

していただく。 

・市⺠参加の⼿法に関する Wikipedia のようなものを作成し、グッドプラクティスを他の職員と

共有できるようにする。市⺠参加を⾏う際に、職員がそれらを閲覧できるようにする。 

・市⺠参加の⼿法は、規定通りの作業は⾏っ

ているが、全てが受動的で、能動的な姿勢が

⾒られない。 

 

・⽩井市職員の②意識改善 ・現状、市⺠参加が発展的に充実したものとなっていない。どうしたら市⺠が多く集まるか、パブ

コメが増えるか、何が課題なのか、市⺠参加について職員が問題意識を持ち取り組む必要がある。

各部署に於いて市⺠参加のあるべき姿について検討、社内研修などの実施し、⽩井市市⺠参加条例

に基づく実⾏⽩井市市⺠参加モデルを作成。 

・実⾏しただけでなく結果を評価する 

・パブコメ意⾒ある、無し 

・⼿法に⼯夫がある、無し 

・表彰制度の導⼊ ・市⺠参加に⼗分に取り組み結果を出した事業に対して、表彰すること。職員の市⺠参加に対する

モチベーションもアップすると思われる。 

提⾔事項に関する委員意⾒まとめ 資料２ 
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